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伊豆大島火山1986年の噴火に際しての

地質調査所の緊急観測(2)

富樫茂子(元大島噴火対策特別チｰム事務局)
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DAT酬,86/!2/26,TIME$,18:00:38,ANAL,s-2,ZERO,一264･2,PR,7451･6,RN･16159･8･GT･2488

6.4,TE,33ち6(〕,ST,42193.6,AUX,50718.4,;,H･一A･岬M),4･29,325･726,5･942ヨ7･;･N･一A･

{PPM〕､4.53!67,445,977,24.4085,;,Ar-02{%),7･57667.548!･6,0･893828,;,02-Ar

`%),8.9唖667,コ82966,20.6253,;,N2-02`%),ユ1･/2,3名258･2,78･0ユ63,;,N2-Ar{

%),15.52.5666!2,78.3ユ13,;,

DATE$,.86/ユ2/20,TINE$,ユ9:00:38,ANAL,S_3,ZERO,_261コ｡8',PR,7703.2,RN,17/73,GT,26158.

2,T]≡:,35192,ST,440ユ7.6,AUX,52568,;,He-Aτ{PPM〕,4･28667,291･49,5･3ユ778,;,Ne-Ar

lPPM),4.ち3!67,374,102,20.4747,;,A･一02(%〕,7.57333,5司50･7,0･88879,;,02-A･

`%),8,945,/8ユ678,20.4801,;,N2-02{%),ユ1･1ユ5.3819ρ･7,77･897,;,N2-Ar(%〕,15

��㌮��㌱��㌴���

DATE翁,86/12/20,TIME$,20:00:38,ANAL,AIR,ZER0,_266,PR,7352.2,RN,ユ6土11-0.6,GT,25187,

TE,339コ2,ST,42648,AUX,5ユエ60,;,He-Ar{PPM〕,4･29,271･2C2,4･94765,;,Ne-ArくPPM),

4.53167,322,101,17.6287,;,Ar-02{%),7･57333.5607･55,0･914366,;,02-Ar(%),

8.94き33.186750,21.05191;,N2･021%),11･ユエ83.38204･8,77-9074･;･N2-A･1%)･15

�㈮�����㌲���

第15図最初にテレメｰタ化されて送られてきたガスクロマトグラフィｰのデｰタ

12年エ8月の小噴火

12月18日工事は最盛期に入っていた.地質調査所

の職員が9人設置関係の業者が21人更に島民の作業

員が11人作業に当っていた.明日にも最初のデｰタが

テレメｰタで筑波に入るところであった.一目の作業

も終わり皆が帰途につく夕方5時58分に噴火の第一報

がファックスで入った(第13図).そのとき元町デｰタ

ステｰションにいた環境地質部の遠藤さんや業務課か

ら派遣されていた佐々木さん達により直ちに工事に携

わっている人表の安全確認が行われた.幸いにもほと

んどの人が宿舎に戻って来ていた.その問にも現地の

様子を知らせるファックス(第14図)が次々と送られま

たテレビによっても情報カミ入ってきた.全員の安全

が確認されると次に頭に浮かんだのはこの噴火はどの

程度の大きさにたるだろうか場合によっては工事を中

断し再び島カミ無人にたるかもしれたいということであ

った.あと二日いやあと一目でもこの噴火が遅げ

れぽいくつかのデｰタがテレメ化されていたのに.そ

うすれば例え無人にたっても島の状態が解るはずであ

る.テレビを見ながらため息が出た.まだ噴火が

おさまっていないのに電話で現地の安藤課長に元町の地

下水位計だけでも工蜜とテレメ化が出来ないかたどと口

走ってしまったりもした.

さいわいこの噴火は小噴火であった.しかし再

噴火の危険を払うことはできず深夜まで小野本部長

佐藤副本部長を中心とする対策会議が開かれた.現状

把握と今後の工事の安全管理を徹底するため垣見俊弘

所長と小野本部長が急拠現地にとぶことが決った.19

日午前2時のことである.19日朝東京都が用意して

くれたヘリで所長と小野部長が大島にとんだ.安全体

制の徹底が行われ19目には大島を見舞った大雨もあっ

たカミ工事は半目延期されただけで再開された.そし

て19日にはガスクロの最初のデｰタカミ元町デｰタセン

タｰに送られ20目には筑波へ送られてきた.21目に

は水位計のデｰタが気象庁に送信され伸縮計のデｰタ

が元町まで送られてきた.22目にはガスセンサｰのデ

ｰタカミ元町までテレメｰタされ23日にはガスクロのデ

ｰタが気象庁までテレメｰタされた(第15図).

情報処理グルｰプ

テレメｰタ化とデｰタ処理のためについては情報グル

ｰプの物理探査部の中塚正課長牧野雅彦さん地質情

報解析室の村田泰章さんのたいへんな努力が払われた.

テレメｰタシステムは現地の各測定点からのデｰタを元

町のデｰタステｰションに集中Lた後筑波に転送して

デｰタを処理し更に24時間監視を実施している気象庁

へ転送するものである(第16図).機器の設置に即応し

てテレメｰタ化カミ計られた.テレメｰタ化の後にもそ

の改良とデｰタ処理のために情報グルｰプの仕事は毎晩

遅くまで続けられデｰタ処理を含めたマニュアルカミ完

成したのは6月の末のことである(第17図)1プログラ

地質ニュｰス405号�
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デｰタ処理された後の出力(伸縮計)
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第18図気象庁火山室との情報交換

迎調俗画とザレ

ムを打ち出したファイルの厚さは数センチにおよびマ

ニュアルだけでも1センチにたった.成果は月報の

特集号にのるとともに地質調査所資料集として活用でき

るようにたっている.これらは今後の噴火予知やさら

には地震予知のためにも大いに役立てられるであろう

(村田ほか1987).

第2期工事

1月6目正月を自宅で過ごし鋭気を養っ

た人々と日夜を徹して生産された観測機器

が島にわたり第2期工事が開始された.

1月8目には工業技術院の飯塚幸三院長から

激励の言葉と差入れを頂戴し大いに励まさ

れた.工事は第1湖とほぼ同様の体制で行

われ1月末にはほとんどの観測機器のテレ

メｰタ化が終了した.

気象庁火山室･大島測候所

地質調査所ではテレメｰタの常時監視は行

たわず毎日定期的にデｰタの検討を行なっ

ている.一方当初は気象庁火山室が後

では大島測候所が24時間体制でデｰタを監視

L異常が観測された場合には地調の担当

職員に連絡する体制にたっている.

緊急観測の整備の当初から火山の最新の情

報を得るために気象庁火山室と現地や筑波

の事務局の連絡はひんぱんであったがテレ

メｰタ化カミ造むにつれ地調からの情報に関

する問い合わせが増加した.ガス観測につ

いては特に初期において僅かた異常も見逃

さたいという厳しい条件を設定したため僅かたノイズ

でもアラｰムが発生しその度に対応に追われた(第18

図).また情報の処理法についても情報処理グルｰプ

と火山室のとの協議が行われた.業務とはいえ小宮

さんや小坂さんをはじめとして24時間体制で火山監視

をしている火山室や大島測候所のみたさんにはほんと

うに頭が下がる.

第1期工事終了と年末年始

12月23日第1期の主た工事が終了した.これは

これまで単身で作業にあたってきた島内の作業員が全

員帰島した家族と年末年始の休暇をとるためである.

26目までは地調職員と設置業者の技術者が機器の調整を

行い2728目にはこれまで観測整備を実施してきた

人々が島を離れた.現場の采配を振るっていた曾屋課

長や遠藤さん釜井さんはほぽ1ケ月を大島で走り回っ

ていたことにたる.

その後の年末年始には小野部長が燃料部の金子信行さ

んとともに大島に派遣された.現地では工事は行われ

ていたかったが火山地質の専門家としての現地調査の

他に緊急観測のチｰムの本部長としての仕事がひきも

きらたかった.

元町デｰタステｰション

島の全域に設置された観測機器からのデｰタは一度元

町のデｰステｰツヨンに集められそこから筑波へ送ら

れてくる.はじめは民宿｢あじさい｣にデｰタステｰ

ションを仮設置しその後適当な場所に移す計画であっ

た.しかL移設場所探しに苦労をしているのを｢あ

じさい｣の方がみかねてしぽらくの問rあじさい｣の

中の1部屋をだ貸してくさることとなった(第19図).

ドライティルト観測

ドライティルトグルｰプは噴火前の10月に観測を実施

していた.噴火後には1月と3月に観測を行い噴火

前後の変化と噴火後の変化を明らかにすることが出来

た.ドライティルトによる観測は非常に精密なもので

地質ニュｰス405号�
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策19図元町デｰタセンタｰ(民宿あじさい内)およびデｰタの送受信とデｰタ処理を行っているパソコンとモデム

あるため雨はもち論のこと風も目の照りすぎによ

る陽炎によっても支障をきたす.ところが大島は大変

風の強いところで短い期問の観測ではなかなか好条件

は得られたい.2回の観測時にも風は強く通常では

とても観測を実施できたい状態ではあったが噴火とい

う一大事件のために地殻変動は大きいことカミ予測された

ので精度が通常のたとえ十分の一にたっても充分た成

果が得られることを期待し観測が強行された.地形

課の斎藤英二さん渡辺和明さん宮崎純一さんが作業

員2名と共に観測を実施した.彼らは日頃の観測技

術の高さを大いに発揮し標尺を持った人が標尺ごと飛

ばされるようた悪条件の中で貴重たデｰタを得ることが

出来た.結果は噴火前後に山体の欠きた落込みがあり

さらにその傾向は噴火後も続いていると言うものであ

る(衣笠ほか1987斎藤ほか1987第20図).これらの成

果は小出によってもモデル化がはかられた(小出1987).

カルデラ内に立ち入るため特別のサポｰト体制がし

かれた.東大の観測所カルデラ端あじさい荘に連

絡要員がおかれた.1月には富樫山崎栗山新二門

井出光行3月には曾屋金子の各氏がサポｰトした.

3月の動き

3月には一色特別顧間をはじめとして地質グルｰプが

噴出物を調査した.また地下水水質グルｰプの採水

ガスグルｰプのマルチガスセンサｰの設置ドライティ

ルトグルｰプの測量伸縮計グルｰプの機器調整などが

おこたわれた更に3月末には大学のグルｰプが陸

上の爆破と海上でエアガンにより発振した地震波を爆

破地震グルｰプが受信し大島の地下の物理的た構造の

解析と噴火前後の地震波の比較を行った(長谷川ほか19

87).更に地下水位のデｰタのデジタル化やデｰタ

ステｰションの整備がされた.3月18日には国土庁長

1988年5月号

官より関係各機関への感謝状贈呈があり地質調査所

所長が出席した(第21図).

落雷と停電対策

機器の設置後落雷の被害が頻発した.落雷により

ます伸縮計のスキャナｰがそして山頂のマルチセン

サｰのパソコンがダメｰジを受けた.長いケｰブルは

雷に好まれるだけでたく地元の人の話では今年は特に

雷が多いとのことであった.避雷の対策は講じられた

ものの被害はたくたっていたい.

再噴火たどによる停電の事態も予想された.幸に元

町では独立の2系統の電力が利用可能であったので東

電によって両系統の電力がデｰタセンタｰに供給され

停電時は手動で切り替えられる様になった.

更にモデムやバソコソにはバックアップ電源が付け

られた.

観測費用の念出と翻年度の計画

2月には予備費の予算額を越えそうな事態になった.

これは予算要求時より蓬かに多くの地点で割れ目が発.

見きれそれに対応する観測体制への変更をしたことで

機器の設置の為の工事料カミ増加したことテレメｰタの

回線使用料も予想の数倍にたった事デｰタステｰショ

ン関係の費用が計上されていたかったことなどによる.

地質調査所内での調整が佐藤室長小玉補佐永岩良

教企画調整係長北村さん達により行われたがこれも

限度を越えた1佐藤室長が工業技術院へ出向き工業

技術院の暖かい配慮で特別研究調整費の支出カミ認められ

た.

3月にたると62年度はどうするかと言うことが差し

迫った問題とたってきた.予算の裏付けたしに61年度

の観測をそのまま維持するわげにも行がたい.テレメ�
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第45回火山噴火予知連絡会
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第20図

ドライティルト観測デｰタ

一夕の回線使用料だけでも月に50万円どたり各観測機

器の維持補修料だけでも相当額が必要となる.地質調

査所は研究所であって事業官庁ではないため可能た財源

は限られており極めて厳しいやり繰りが予想された.

新たに国土庁に予算要求した調整費も各方面の配慮に

もかかわらず全体枠との関係で多くは得られなかっ

た1

金の面ではあまり明るい見通しは得られたかったもの

の観測は緒についたばかりであり特別チｰムのメン

バｰの意欲はみたぎっていた.3月31目に開かれたチ

ｰムの会合では61年度のまとめとともに62年度に行う

べき事項に関する抱負が語られた.

特別チｰムとしての組織は3月31目をもって解散とた

ったがこれらの観測は元チｰム員によって工業技

術院特別研究経常研究科学技術庁重点基礎研究国

土庁調整費などの研究において精力的に進められてい

る.

特別チｰムの運営

1日も早く観測体制を整備するために火山の状況を

把握し工事の進行に合わせて実施計画をたてたげれ

ぽならたかった.次の目の段取りをするのが精一杯と

いう日が続いた.特に人の派遣の計画をたてるのが遅

れカミちでチｰムの皆さんには迷惑をかけた.急に派遣

を依頼し明目にも出発と言うことにたりLかも精算

払いであるため旅費の調達を奥さんに依頼をする電話を

かけ身の危険を心配する奥さんを説得している人もあ

った.夜に｢あじさい｣に電話をかけ滞在を延ほして

欲しいと頼むこともあり派遣されている人はさぞ不安

であっただろう.

主要なメンバｰがほとんど現地に行ってしまったため

筑波でのチｰムの会合はめったに行なえず12月3目

地質ニュｰス405号�
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策21図国土庁長官の感謝状

12月16目3月31目の3回のみであった.そのためも

あってチｰムとして何をすべきかの議論が不足し問

題を残した.発足時は十数人であったメンバｰも最終

的には50人近くなり更に関係者を入れると約80人の人

びとが直接的に関係した.情報の侯達のために所内向

けの特別チｰムニュｰスを5回発行したが充分とは言

えたかった(第22図).

観測結果の報告

毎目のデｰタはテレメｰタで気象庁火山室に直接送ら

れているがこれらの結果を解析した結果は小野部長を通

じて噴火予知運に逐次報告されている.

観測の緊急報告は1月28目の所内研究発表会で行たわ

れた(小野ほか1987)｡また伊豆大島総合観測班の研

究会が2月26目に東大の地震研究所で開かれ地調からも

9件の報告が行たわれた.

また火山学会や物理探査学会だとの各種の学会でも

発表され討論されている.更に誌上では地質ニュｰス

1987年1月号および4月号地質調査所月報1987年12月

号目本火山学会編火山特集号たどに発表されてい

る.

さらにr伊豆大島火山1986年の噴火｣の特殊地質図

は大島町や関係各研究機関警備にあたった警視庁など

に大量に特別配布され今後の観測や防災対策に役立て

られている.

あとがき

今回の伊豆大島の噴火とその観測を通じて我々は多く

のことを学んだ.一つは伊豆大島の噴火の様式につい

て科学的た情報を知ることが出来つつあることだ.少

なくとも次の噴火の予知にこれら成果は大いに役にた

つであろう.島に住民が戻り生活を再開している現

在これらの観測体制は住民の安全確保の一翼を担って

1988年5月号

いる.

二つには地質調査所の底力とも言うべきものを知ったこ

とである.短時日にしてこれだげのことをやれたと言

うことは驚くべきことである.とんだ難問でも所内の

どこかにそれを解決する人がいた.

しかしこれが緊急事態の特別の研究体制であること

も事実だ.緊急事態ということでいろいろな面で無

理を重ねた.観測機器のメｰカｰや設置を担当Lた

企業に対しても無理をお願いした.危険と背中合わせ

の作業である上離島であり更に島民がいないという

点でも困難が増加した.情報が混乱することも多々あ

った.運営面でも難しく表に出た人もいれば裏方に

徹した人もいる.しかもそれが組織としての合意でお

こたわれたというより成行きに任されてしまった面が

ある.今後の欠きた課題である.

自然は人問の都合はおかまいなLである.自然を知

り自然と共存Lて行くのが人問のやり方であろう.

そのために常日頃我冷は研究Lている.しかし現

実はきびしい.緊急事態ではどっとついた予算もそ

の後何事もたけれぱ雀の涙である.観測を続けるには

乏しい他の研究費をさかなげれぱならたい.一つの火

山の噴火はたいていは数百年に一回か数千年に一回く

らいたもので数年に一回もあるのは極めてまれである.

比較的短周期で活動する伊豆大島であっても一年くら

いの観測では次の噴火の予知に充分たデｰタが得られる

か大変野間である.何とか自然のサイクルに適応した

長期的な観測研究体制がとれることを望んでやまな

い.(おわり)

追記本文の執筆にあたっては特別チｰムの各メンバｰの方の

多大な援助をいただいた.深く感謝の意を表したい.
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